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アワビ養殖半形真珠（写真１）重量 1.９７g、直径約 13.5mm、高さ約 9.2mm、色調は実

体色がグレー系でグリーンとピンクの干渉色が見られる。また半形真珠のドームが高いの

も女川産の特徴である。養殖法は伝統的に食用となるエゾアワビなどを採取し、そのアワ

ビの貝殻に外側から孔を開けて半形の核を入れて固定する。やがて母貝の外套膜から半形

の核に向かって真珠層を分泌される。貝殻から切り取った半形真珠は通常養殖で使用した

核を除去してその跡に樹脂のような物質を充填し、底辺部を貝殻（写真２）で裏打ちする。

軟 X 線透過検査を行うと内部に半形状の核（写真 3）のようなものが確認された。実際に

裏面にある貝殻の裏打部分を外して内部を観察（写真 4）するとドーム部の中心に半形の

貝殻核がありその周りに樹脂が充填されていた。残念ながら現在女川ではアワビ養殖半形

真珠の生産は行われていない。 
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